
●ＣＯ2排出削減推進と普及啓発

■二酸化炭素排出量削減への取り組み

　市内の各公共施設では、木質ペレットを燃料とする暖房機器や太陽光発電設備による

再生可能エネルギーの活用、公用車にハイブリットカーや燃料電池車を導入するなど、

二酸化炭素排出削減の取り組みを実施しています。

・木質ペレットの使用による二酸化炭素排出削減実績一覧（市内各公共施設）

【担当：環境衛生課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　E:地球温暖化（低炭素社会の構築）

施策方針E-1　二酸化炭素排出を低減する行動で地球温暖化の緩和に努めよう
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・太陽光発電設備の使用による二酸化炭素排出削減実績一覧

　※機器の故障により、伊達中学校の令和4年4月～11月の発電量は不明

【担当：環境衛生課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　E:地球温暖化（低炭素社会の構築）
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■環境家計簿

　環境家計簿は、二酸化炭素排出量を１年目は数値で認識し、２年目以降は前年と比較

して排出量の削減方法を工夫する機会になるものとして、環境意識の啓発効果が期待さ

れています。

令和４年度においても引き続きホームページなどで啓発を行っています。

【担当：環境衛生課】

■こどもエコ川柳

　こどもエコ川柳は、親子間のふれあいの中で環境(エコ)に関する川柳を詠む(考える)こと

で子供たちを介し大人への環境に対する意識啓発を図る効果も高いことから、平成２３年

度より冬休み期間中の市内小学生を対象に「こどもエコ川柳」を募集しています。

　令和４年度は、市内７小学校、児童４１０人から４１０句の応募があり、全ての作品をホー

ムページに掲載しました。

【担当：環境衛生課】

■「COOL CHOICE」に関する情報発信（施策方針F-1にも該当）

　「COOL CHOICE」とは、地球温暖化の原因とな

る温室効果ガスの排出量を削減するために、日常

の中でエコに関して「賢い選択」をしていこうという

取り組みのことです。

　伊達市では、広報紙やコミュニティラジオなど

で、エコに関して「賢い選択」をしていくように

呼び掛けています。

【担当：環境衛生課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　E:地球温暖化（低炭素社会の構築）
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●地産地消による地域内資源循環

■木質ペレット（木質バイオマス燃料）事業

　大滝区にある木質ペレットのプラント施設では、原料を大滝区での森林整備による間伐

材等の原木材を使用することで、地域内での地産地消と輸送面での二酸化炭素排出量

の削減を図っています。

【担当：水産林務課】

■伊達市中小企業振興条例第９条に基づく助成金

　伊達産イチゴ「すずあかね」を使った、長期保存可能な加工用素材ご当地お菓子の新

規開発事業として、規格外のイチゴを幅広く有効活用するために食品加工会社に自主

企画商品として製造・販売するプロジェクトを促進しています。

　ご当地お菓子の新規開発により、伊達産イチゴの魅力をアピールするとともに、地域経

済の活性化及び地産地消に繋がり、資源の循環や化石燃料の消費抑制に寄与していま

す。

【担当：商工観光課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　E:地球温暖化（低炭素社会の構築）
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■堆肥センター、有機物再資源化センター事業

　家庭からの生ごみ、公園等から発生する生草や一般的に産業廃棄物として処理される

家畜ふん尿、水産系雑物等を堆肥の原料として受け入れ、有機物資源の有効活用を図

ることにより、良好な土壌の保全やクリーン農業の推進を行っています。

【担当：農務課・地域振興課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　E:地球温暖化（低炭素社会の構築）
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●気候変動対策気象災害時（集中豪雨等）行動や猛暑時等の健康管理の啓発

■防災対策（室蘭地方気象台との連携等）

　室蘭地方気象台と連携して、気象情報や災害情報の発信、災害時の行動についての

啓発などを行っています。

・気象警報・注意報、気象及び海象状況・予報に関する情報提供

　伊達市の気象警報・注意報、気象及び海象状況・予報に関する情報提供を受け、早

期の防災対策に役立てています。

・台風・気象警報発令時等の説明会への出席

　台風の接近や気象警報の発令が予想される際には、室蘭地方気象台より想定される

台風の進路や気象状況についての情報提供を受けることで、早期の災害対応に役立

てています。

【担当課：危機管理室】

■熱中症対策（予防などの周知・啓発）

　健康教育講座や広報、ホームページなどで、熱中症の予防や処置方法などについて、

周知・啓発を行っています。

　令和４年度の周知・啓発は以下のとおりです。

・市ホームページへの掲載「熱中症に注意しましょう」 通年

【担当課：健康推進課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　E:地球温暖化（低炭素社会の構築）

施策方針E-2　気候変動の影響に対応した行動で地球温暖化への適応に努めよう
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●省エネルギー推進と普及啓発

■庁内電気機器の節電（昼休憩時などの消灯、帰宅時の機器などの主電源オフ）

　電気使用量の監視装置を本庁舎に設置して、電気使用量を管理しています。

　また、昼休憩中の照明器具の消灯や退勤時にパソコンやプリンターの主電源をオフに

するなど、日常的に節電を行っています。

【担当：総務課】

■クールビズ・ウォームビズ期間中の服装の奨励

　クールビズ推奨期間として、例年６月初～９月末までの夏季期間における執務の機能的

・効率的遂行を図ることを目的に軽装での執務を推奨しています。

　原則として、市民や来庁者へ不快感を与えないこと、市議会への出席はノーネクタイで

良いが上着の着用は必要なこととしています。

　また、令和４年12月よりウォームビズ推奨期間を設け、全庁的に実施する節電の取り組

みとして、冬場の暖房温度を低く設定ししたことから、体感温度を上げるための重ね着や

ひざ掛けの利用を推奨しています。

　男性についてはノーネクタイでの勤務も可としたが、清潔感のある、TPOを意識した服装を

心がけること、市議会への出席はネクタイが必要なこととしています。

【担当：職員法制課】

■低炭素建築物の普及促進

　「都市の低炭素化の促進に関する法律」に基づき創設された低炭素建築物認定制度の

関連パンフレットの配布や窓口対応等を通じて、市民の低炭素建築物に対する理解を深

め、普及に努めています。

【担当：都市住宅課】

■「COOL CHOICE」に関する情報発信（施策方針E-1にも該当）

　取組内容は、施策方針Ｅ－１に記載しています。

【担当：環境衛生課】

●公共施設等における省エネルギー設備の検討（導入）

■庁舎内照明のＬＥＤ化

　庁舎内照明器具をＬＥＤ化することによって省電力及び省エネルギー化を図りました。

【担当：総務課】

■防犯灯のＬＥＤ化

　防犯灯のＬＥＤ化により電気料金の節約、省エネルギー化の効果が期待されることから、

自治会で管理する防犯灯の新設・修繕・移設・撤去について、対象をＬＥＤ灯に限定して

工事費用の一部を補助しています。

　また、防犯灯の電気料金について、毎年４月から９月の６ヵ月分の電気料について補助

金を交付しています。

　令和４年度は、防犯灯の修繕6灯を行い、合計79,900円の補助を行いました。

【担当：総務課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　F:エネルギー

施策方針F-1　エネルギーの使い方を見直して限りある資源を大切にしよう
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●公共施設等における再生可能エネルギー設備の検討（導入）

■公共施設での木質バイオマスエネルギーの活用

　木質ペレットを有効活用するため、公共施設に木質ペレットを燃料とする暖房器具（ボ

イラー、ストーブ）の導入を進めており、市内11箇所の施設に設置されています。

【担当：各公共施設所管課・環境衛生課】

■J-クレジット制度によるCO2削減の認証

　公益社団法人北海道環境財団とＪ－クレジット制度認証に係る覚書を締結し、市内の公

共施設の温室効果ガスの削減効果がある設備（ペレットボイラー）設置について、令和３

年度末までに634t-CO2の認証を受けています。

　なお、令和４年度は、634t-CO2のうち、421t-CO2の取引がありました。

【担当：環境衛生課】

■公共施設での太陽光発電の活用

　公共施設へ太陽光発電設備の導入を行っております。

　令和４年度までに設置されている公共施設は次の７ヶ所です。

・黄金地区コミュニティセンター （設置年度：平成15年度）

・長和地区コミュニティセンター （設置年度：平成18年度）

・伊達市立伊達中学校 （設置年度：平成22年度）

・伊達市立伊達西小学校 （設置年度：平成22年度）

・伊達市立長和小学校 （設置年度：平成22年度）

・伊達市観光物産館 （設置年度：平成23年度）

・伊達市総合体育館 （設置年度：平成24年度）

【担当：各施設所管課】

●再生可能エネルギーに関する調査研究、啓発

■伊達市次世代エネルギーパーク

　平成２４年１月２４日、伊達市は経済産業省資源エネルギー庁から「伊達市次世代エネ

ルギーパーク」に認定されました。

　「地球環境にやさしいまち」伊達市として、パンフレットやホームページなどで広く情報発

信し、新エネルギーへの理解増進を図っています。

【担当：商工観光課、環境衛生課】

第３章　環境の状況と施策の実施状況

基本目標３：地球環境への配慮と行動　F:エネルギー

施策方針F-2　エネルギー問題を学習して再生可能エネルギーの理解を深めよう
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